
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

マクロ経済学入門

科目内容

連　　絡　　先

　　１５０人　　（うち単位互換定員　１０人）　 １０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週火曜日」

教養 ・ 専門別 ２時限

火曜日

専門

選  考  方  法

単  　位　  数 ２単位 平成２４年１０月２日（火） ～ 平成２５年２月５日（火）

授  業  定  員

１年次以上

書類選考

開  講  場  所

社会科学

既存科目　・　前期

専門

１F‐３

長崎県立大学　佐世保校 水野　倫理（経済学部経済学科　講師）

ミクロ経済学入門

火曜日

２時限

　　１５０人　　（うち単位互換定員１０人）　

選  考  方  法

１年次以上

佐世保校

書類選考

連　　絡　　先

大     学     名

開　講　形　態 既存科目　・ 後期

科 目 番 号

青木　圭介（経済学部学科　准教授）

２F‐８

　経済学を学ぶための基礎として，企業行動と消費者行動を知ることはとても重要です。この講義では問題演習を通して，厚生経済学の第１基本定理を知るた
めの知識を提供します。主な到達目標は以下の３つです。(1) 専門用語の意味を理解する。(2) 厚生経済学の第１基本定理を理解するための基礎を作る。(3)
公務員試験レベルの問題を部分的に解けるようにする。可能な限り初回に説明する計画通りに講義したいと考えていますが，講義の進度は学生の理解状況に
応じて調整するので，最終的に厚生経済学の第１基本定理の説明まで到達しないかしれません。

長崎県立大学　佐世保校

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週火曜日」

大     学     名

開　講　形　態

なし

平成２４年４月１０日（火） ～ 平成２４年７月３１日（火）２単位

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

レポート、小テストおよび定期試験

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

定期試験および課題提出による履  修  年  次

開  講  場  所

有馬　弥重（経済学部経済学科　准教授）

連　　絡　　先

専門

履  修  年  次 ２年次以上

　　２００人　　（うち単位互換定員　１０人）　

開  講  場  所 佐世保校

選  考  方  法

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

書類選考

水曜日

授  業  定  員

教養 ・ 専門別 ２時限

出席状況，レポート及び定期試験などの総合評価

科 目 番 号 １F‐４

大     学     名 長崎県立大学　佐世保校

履  修  年  次

佐世保校 なし

ミクロ経済学Ⅰ

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

平成２４年４月１１日（水） ～ 平成２４年８月１日（水）

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週水曜日」

既存科目　・　前期

　本講義では，経済学に初めて接する学生を対象に，経済学に関する基礎的な用語や知識，ならびに基本的な考え方を理解するとともに，次のステップに進む
上で必要となる学力を身につけることを目標としている。
マクロ経済学に関する基礎的な理論について学び，日頃の生活において見聞きするマクロ経済問題に関してある程度理解できるようにする。

なし

単  　位　  数 ２単位

開　講　形　態

科目内容

　経済学では、資源や財をいかに無駄なく活用するかということが重要な問題となっている。無駄なく最も有効に活用されている状態を効率的、または最適と
いった概念で表現するが、このような効率性を達成するためにはどのようにすればよいかということを分析していくことがミクロ経済学の狙いの一つに挙げられ
る。その達成手段を分析するために、個人（家計）や企業などが財を売買するといった経済的行動がどのようにして決定するのか、また財の取引が行われる市
場についてそのメカニズムがどのように決定するのかといったことについて取り上げる。特に個人や家計の消費行動、そして企業の生産・供給行動に関して理
論的な解釈ができるよう解説を行っていく。



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

１４時４０分　～１６時１０分（９０分）　「毎週月曜日」

大     学     名

　講義は、モノの動きとそれに付随する情報の流れをについて、ロジスティクスとサプライチェーンの基礎理論の習得を行う。企業の物流分野はコスト削減と効
率化が求められる一方で、物流サービスの差別化も求められている。さらに、経済のグローバル化に伴い、地球規模で全体最適を求めるグローバル・ロジス
ティクスや良き物流パートナーとの連携も重要になっている。また、循環型社会にあっては、温室効果ガスの排出量の削減など物流活動による負の外部性へ
の対応も求められ、正に全体最適を追求するロジスティクスとサプライチェーンに取り組む必要がある。講義ではわが国の企業がこのような課題にどのように
取り組んでいるかその実態も考察する。

定期試験、レポート等で総合的に判断

小テスト・授業アンケート約30％、期末試験約70％。

大     学     名

なし

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

開　講　形　態

なし

平成２４年４月９日（月） ～ 平成２４年７月３０日（月）２単位

佐世保校

連　　絡　　先 長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

　　２５０人　　（うち単位互換定員１０人）　

選  考  方  法

１年次以上

山本　裕（経済学部流通・経営学科　准教授）

書類選考

既存科目　・ 後期　

履  修  年  次

開  講  場  所

単  　位　  数 ２単位 平成２４年１０月１日（月） ～ 平成２５年２月４日（月）

２F‐１６ ネットワーク論（eコマースを含む）

開　講　形　態

授  業  定  員 　　１００人　　（うち単位互換定員　１０人）　 　　１３時００分　～１４時３０分（９０分）　「毎週月曜日」

教養 ・ 専門別

科 目 番 号

選  考  方  法 書類選考

開  講  場  所

テキスト　林克彦ほか（2009）『現代ロジスティクス論』、中央経済社。

佐世保校

社会科学

既存科目　・　前期

専門

１F‐１０

長崎県立大学　佐世保校 金綱　基志（経済学部流通・経営学科　教授）

経営学総論

月曜日

４時限

科目内容

　企業のマネジメントは、環境のマネジメントと組織のマネジメントに区分される。企業は、顧客、競争相手、サプライヤー、資金提供者のような
企業外部の環境との間で様々な関係性を結びながら事業活動を行っている。こうした外部とのやり取りの巧拙は、その企業の競争力を決定する
重要なポイントとなっている。企業外部とのやり取りをいかにうまく行っていくのかを考えるのが、環境のマネジメントの問題である。
本講義では、この環境のマネジメントに焦点を当て、企業が環境とのやり取りの中で、競争力を高めていくためには何が必要となるのかを考えて
いく。

長崎県立大学　佐世保校

３時限

月曜日

専門

連　　絡　　先

履  修  年  次 ３年次以上



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

財務会計論Ⅰ

科目内容

連　　絡　　先

　　１５０人　　（うち単位互換定員　１５人）　 １０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週木曜日」

教養 ・ 専門別 ２時限

木曜日

専門

選  考  方  法

単  　位　  数 2単位 平成２４年１０月４日（木） ～ 平成２５年２月７日（木）

授  業  定  員

１年次以上

書類選考

開  講  場  所

社会科学

既存科目　・　前期

専門

１F‐８

長崎県立大学　佐世保校 宮地　晃輔（経済学部流通・経営学科　教授）

管理会計論Ⅰ

木曜日

１時限

　　２００人　　（うち単位互換定員２０人）　

選  考  方  法

3年次以上

佐世保校

書類選考

連　　絡　　先

大     学     名

開　講　形　態 既存科目　・ 後期　

科 目 番 号

小形　健介（経済学部流通・経営学科　准教授）

２F‐１５

　管理会計とは企業の経営者や管理者が経営管理活動を効果的・効率的に行えるように、また現場の従業員が能率的な作業が実施できるようにするために
有用な会計情報を作成・提供することを目的とした会計です。管理会計は主に「経営者意思決定のための会計」および「業績評価のための会計」で構成されま
す。本講義では、管理会計の基本的な概念・技法・考え方を理解することを目的としています。管理会計を学ぶにあたっては原価に関わる事項が多く登場しま
す。例えば、企業の競争力を高めるための主要な課題にコストダウンがあるとすれば、これはまさに企業の原価管理に関わる事項であります。本講義では、管
理会計と原価計算との関係を把握することを常に重視しながら講義を行っていくものとします。

長崎県立大学　佐世保校

９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週木曜日」

大     学     名

開　講　形　態

テキスト代2,100円

平成２４年４月１２日（木） ～ 平成２４年８月２日（木）２単位

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

講義時間内に随時実施する小テスト（30%）、及び期末試験（70%）

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

出席状況、レポート及び定期試験

講義には電卓を必ず持参してください。

履  修  年  次

開  講  場  所

神保　充弘（経済学部流通・経営学科　准教授）

連　　絡　　先

専門

履  修  年  次 ２年次以上

　　１３０人　　（うち単位互換定員　１０人）　

開  講  場  所 佐世保校

選  考  方  法

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

書類選考

火曜日

授  業  定  員

教養 ・ 専門別 ２時限

出席，小テスト，定期試験の総合評価

科 目 番 号 １F‐９

大     学     名 長崎県立大学　佐世保校

履  修  年  次

佐世保校 なし

流通政策Ⅰ

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

流通に関する基礎的科目（流通論、商業論、マーケティング論、商業
史など）をあらかじめ受講していることが望ましい。

平成２４年４月１０日（火） ～ 平成２４年７月３１日（火）

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週火曜日」

既存科目　・　前期

　会計、とりわけ財務会計は、経済主体の活動を貨幣単位で表現し、そのような情報を各種利害関係者に伝達するものである。こうした会計行為は、何を目的
として、どのような社会的役割を担い、そしてどのような情報を伝達するものであるのか。本講義では、会計情報および会計制度の基礎的な概念や理論の整理
を通じて、会計および財務諸表の目的および役割を理解することを目的とする。

なし

単  　位　  数 ２単位

開　講　形　態

科目内容

　この講義では、流通政策の基礎を体系的に学ぶとともに、主要な流通政策の展開とそれに関わる諸問題を歴史的な視点をふまえながら考察する。
毎回の講義では、最近のトピックスや、関連事例を多く引用するなど、できるかぎり具体的に説明するように心がけたい。



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科目内容

　この授業は、経済学全体の体系からマクロ経済分野を理解したうえで、経済理論に基づいて現実経済問題を考えることである。
この授業は、経済理論の学習とともに、実際経済に何が起きているのか、その経済現象は何を意味しているのかなど、経済問題に対する考え方、視点、分析
力、判断力を高めることが目標である。

平成２４年１０月４日（木） ～ 平成２５年２月７日（木）

９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週木曜日」

既存科目　・　後期

　この授業は、経済学全体の体系からマクロ経済分野を理解したうえで、経済理論に基づいて現実経済問題を考えることである。
この授業は、経済理論の学習とともに、実際経済に何が起きているのか、その経済現象は何を意味しているのかなど、経済問題に対する考え方、視点、分析
力、判断力を高めることが目標である。

なし

単  　位　  数 ２単位

科 目 番 号 ２F‐１０

大     学     名 長崎県立大学　佐世保校

マクロ経済学Ⅱ

開　講　形　態 木曜日

授  業  定  員

教養 ・ 専門別 １時限

連　　絡　　先

専門

履  修  年  次 ２年次以上

　２００人　　（うち単位互換定員　１０人）　

開  講  場  所 佐世保校

選  考  方  法

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

書類選考

小テスト、定期試験

大     学     名

開　講　形　態

楊　光洙（経済学部経済学科　教授）

レポート、小テストおよび定期試験履  修  年  次

開  講  場  所

連　　絡　　先

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週水曜日」

大     学     名

開　講　形　態

なし

平成２４年１０月３日（水） ～ 平成２５年２月６日（水）２単位

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

１F‐５ マクロ経済学Ⅰ

楊　光洙（経済学部経済学科　教授）

小テスト、定期試験

佐世保校 なし

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

既存科目　・ 前期　

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

　２００人　　（うち単位互換定員１０人）　

選  考  方  法

２年次以上

佐世保校

書類選考

水曜日

２時限

単  　位　  数 ２単位 平成２４年４月１２日（木） ～ 平成２４年８月２日（木）

授  業  定  員 　　２００人　　（うち単位互換定員　１０人）　 ９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週木曜日」

教養 ・ 専門別

科 目 番 号

選  考  方  法

連　　絡　　先

履  修  年  次

社会科学

既存科目　・　後期

専門

２F‐９

長崎県立大学　佐世保校 有馬　弥重（経済学部経済学科　准教授）

ミクロ経済学Ⅱ

２年次以上

書類選考

開  講  場  所

科目内容

　消費者側の需要と生産者側の供給という２つの側面を受けて、財やサービスのやり取りが実際にどのように行われるか、そして価格や数量がどのように決定
するのかという市場均衡について取りあげていく。そして取引形態の違いによって、完全競争市場、独占市場、寡占市場などに区分される実際のそれぞれの市
場形態の特徴や、そこでの財の取引によってどのような便益が発生するのかを見ていく。また不確実な要素を含む状況において、個人や経済主体はどのよう
にして意思決定を行うのかという、ーム理論や情報に関する考え方についても解説を行っていく。

長崎県立大学　佐世保校

１時限

木曜日

専門



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開発経済論Ⅰ

科目内容

連　　絡　　先

　　１００人　　（うち単位互換定員　１０人）　 ９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週水曜日」

教養 ・ 専門別 １時限

水曜日

専門

選  考  方  法

単  　位　  数 ２単位 平成２４年４月１１日（水） ～ 平成２４年８月１日（水）

授  業  定  員

３年次以上

書類選考

開  講  場  所

社会科学

既存科目　・　後期

専門

２F‐１１

長崎県立大学　佐世保校 綱　辰幸（経済学部経済学科　教授）

地方財政論

火曜日

２時限

　　１５０人　　（うち単位互換定員１０人）　

選  考  方  法

３年次以上

佐世保校

書類選考

連　　絡　　先

大     学     名

開　講　形　態 既存科目　・ 前期　

科 目 番 号

中村　和敏（経済学部経済学科　准教授）

１F‐６

　以前わが国は、「権限」、「財源」ともに中央政府（国）に集中していた。この国への権限と財源の集中は、全国で同水準の行政サービスの供給や地域間格差
の縮小に有効であった。だが現在、住民ニーズの多様化等により、そのことが地域行政サービスの独自的な提供を困難にしていた。他方、2000年4月のいわゆ
る地方分権一括法は、機関委任事務の廃止など、中央政府（国）と地方政府の関係をかえるものとなった。
　そこで、国と地方政府の間における「財源」と「権限」の配分から、日本の地方財政がおかれている状況を理解することが本講座のテーマである。

長崎県立大学　佐世保校

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週火曜日」

大     学     名

開　講　形　態

なし

平成２４年１０月２日（火） ～ 平成２５年２月５日（火）２単位

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

定期試験で評価する。ただし、レポートを課すことがある。

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

レポート、定期試験などの総合評価履  修  年  次

開  講  場  所

中村　和敏（経済学部経済学科　准教授）

連　　絡　　先

専門

履  修  年  次 ３年次以上

　　１００人　　（うち単位互換定員　１０人）　

開  講  場  所 佐世保校

選  考  方  法

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

書類選考

水曜日

授  業  定  員

教養 ・ 専門別 １時限

定期試験で評価する。ただし、レポートを課すことがある。

科 目 番 号 ２F-１２

大     学     名 長崎県立大学　佐世保校

履  修  年  次

佐世保校 なし

開発経済論Ⅱ

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

平成２４年１０月３日（水） ～ 平成２５年２月６日（水）

９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週水曜日」

既存科目　・　後期

　この講義では、途上国が直面している現状や問題点、そしてその解決方法について解説を行う。それらを通じて経済発展のメカニズムについて理解を深めて
もらうことが目的である。取り扱うトピックスとしては、①経済発展とは何か、②世界の経済発展の軌跡、③『世界がもし100人の村だったら』、④人口爆発と貧
困、⑤エイズ問題、などを予定している。

なし

単  　位　  数 ２単位

開　講　形　態

科目内容

　この講義では、途上国が直面している現状や問題点、そしてその解決方法について解説を行う。それらを通じて経済発展のメカニズムについて理解を深めて
もらうことが目的である。取り扱うトピックスとしては、①途上国における農業の役割、②焼畑の現状と森林破壊、③緑の革命、④小作制度、⑤世界の経済協力
体制、⑥日本のODA、などを予定している。



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科目内容

　地域におけるスポーツ振興には、個人的にもたらされる身体的・精神的なベネフィットの享受もさることながら、高齢化や過疎化、さらには住民間の希薄化した
人間関係や地域に対する愛着心の欠落など、地域の衰退に歯止めをかけるための社会的な役割が期待されています。このような点をふまえ、地域づくりとス
ポーツの関係について、いくつかの地域の事例を取り上げながら、講義を進めていきます。到達目標は次の通りです。①スポーツのもつ現代的意義についての
理解　②スポーツ活用した地域づくりについての理解③生涯スポーツとその環境づくりについて
の理解

平成２４年１０月５日（金） ～ 平成２５年２月１日（金）

９時００分　～１０時３０分（９０分）　「毎週金曜日」

既存科目　・　後期

　主として先進国の事例を中心として、都市の地域構造に関するさまざまな空間モデルを紹介し、現代都市が抱える郊外化・多核化の現状およびその問題点
と、新たな都市圏づくりのあり方について講義する。

なし

単  　位　  数 ２単位

科 目 番 号 ２F‐１４

大     学     名 長崎県立大学　佐世保校

地域社会とスポーツ

開　講　形　態 金曜日

授  業  定  員

教養 ・ 専門別 １時限

連　　絡　　先

専門

履  修  年  次 ３年次以上

なし

開  講  場  所 佐世保校

選  考  方  法

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

書類選考

レポート（60%）、講義中のレポート（20%）、授業態度（20%）

教養科目として受講可

大     学     名

開　講　形　態

石川　雄一（経済学部地域政策学科　教授）

出席（討論レポート）・小テスト・期末レポートの総合評価

教養科目として受講可

履  修  年  次

開  講  場  所

連　　絡　　先

科 目 番 号

授  業  定  員

科目内容

１０時４０分　～１２時１０分（９０分）　「毎週木曜日」

大     学     名

開　講　形　態

なし

平成２４年１０月４日（木） ～ 平成２５年１月３１日（木）２単位

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

１F‐７ 都市地理学

西村　千尋（経済学部地域政策学科　教授）

定期試験、出席状況など

佐世保校 なし

長崎県立大学　佐世保校　学生支援課　教務グループ　　TEL　0956-47-5706　FAX　0956-47-4616

既存科目　・ 前期　

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

　　８０人　　（うち単位互換定員１０人）　

選  考  方  法

3年次以上

佐世保校

書類選考

木曜日

２時限

単  　位　  数 ２単位 平成２４年４月１２日（木） ～ 平成２４年８月２日（木）

授  業  定  員 　　１００人　　（うち単位互換定員　１０人）　 １３時００分　～１４時３０分（９０分）　「毎週木曜日」

教養 ・ 専門別

科 目 番 号

選  考  方  法

連　　絡　　先

履  修  年  次

社会科学

既存科目　・後期　

専門

２F‐１３

長崎県立大学　佐世保校 車　相龍（経済学部地域政策学科　准教授）

地域開発論

3年次以上

書類選考

開  講  場  所

科目内容

　本講義では、経済的な有用性や効率性を優先として進められてきた従来の地域開発についての反省から、地域づくりを考える出発点としての地理学的な見
方を重視し、「地域の理解から始まる地域づくりの理解」をテーマとして、日本における地域づくりの諸課題に触れ、これからの地域づくりのあり方を参加者ぐる
みで探っていく。
講義は「レクチャー＋ディベート」で構成され、積極的な討論参加を受講の前提とする。

長崎県立大学　佐世保校

３時限

木曜日

専門


